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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第111期
第２四半期
連結累計期間

第112期
第２四半期
連結累計期間

第111期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年９月30日

自平成23年４月１日
至平成23年９月30日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高（百万円） 210,906 189,833 428,977

経常利益（百万円） 17,011 8,751 34,319

四半期（当期）純利益（百万円） 3,691 2,888 10,012

四半期包括利益又は包括利益（百万円） △8,432 △2,521 △2,105

純資産額（百万円） 166,364 162,686 168,414

総資産額（百万円） 338,214 324,591 338,760

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 22.97 17.97 62.30

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期） 

純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 42.60 44.19 43.29

営業活動によるキャッシュ・フロー

（百万円）
28,617 6,605 50,988

投資活動によるキャッシュ・フロー

（百万円）
△27,057 △11,652 △37,787

財務活動によるキャッシュ・フロー

（百万円）
△9,374 248 △20,023

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高

（百万円）
21,610 17,352 22,902

　

回次
第111期
第２四半期
連結会計期間

第112期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成22年７月１日
至平成22年９月30日

自平成23年７月１日
至平成23年９月30日

１株当たり四半期純利益金額（円） 4.92 22.89

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

        ２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

　　　　ません。

４．第111期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。　
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

  なお、連結子会社であった小糸工業㈱は、平成23年８月１日に小糸工業㈱の完全子会社である小糸工業分割準備㈱

を吸収分割承継会社とし、小糸工業㈱を吸収分割会社とする吸収分割を行っております。 

　また、平成23年８月１日に小糸工業㈱はＫＩホールディングス㈱に、小糸工業分割準備㈱はコイト電工㈱に商号変更

しております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

 

 

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　

 (1)業績の状況　

  当第２四半期連結累計期間における我が国の経済情勢は、東日本大震災の影響に伴い、期初は自動車産業を含め

経済活動は停滞いたしましたが、官民一体となった復興により回復の兆しが見られるようになりました。海外にお

いては、中国・インド等の新興国での経済成長は見られるものの、北米や欧州での金融不安等があり、世界の経済成

長は鈍化いたしました。　

　自動車産業におきましては、国内では期後半にかけ挽回生産など回復傾向にありますが、震災の影響が大きく生産

台数は前年同期に比べ大幅に減少いたしました。海外では、各地域において日本車減産の影響がありましたが、北米

・欧州、及びインド等新興国での堅調な生産により、世界の自動車生産台数は前年同期比横ばいとなりました。　

　このような状況のもと、当第２四半期連結累計期間における売上高は、主力の自動車照明関連事業が震災の影響に

伴い減収となり、前年同期比10.0％減の1,898億円となりました。

　

　セグメントの状況は、以下のとおりです。

〔日　本〕

　期前半において自動車生産が震災影響に伴い停止、或いは停滞等により大幅に減産となったことから、売上高は

前年同期比14.8％減の1,077億円となりました。

〔北　米〕

　震災影響に伴う日本車の生産減少に加え、円高による為替換算の影響もあり、売上高は前年同期比25.8％減の

171億円となりました。

〔中　国〕

　日本車の生産が伸び悩むなか、受注活動の強化や拡販に加え、鉄道車両用電装品の受注増もあり、売上高は前年

同期比4.2％増の424億円となりました。

〔アジア〕

　日本車の生産が一時減少したものの、タイを中心に受注量が大幅に回復したのに加え、インドネシアでの生産を

開始したことから、売上高は前年同期比10.8％増の161億円となりました。

〔欧　州〕

　現地自動車メーカー向けを主体に自動車照明器の拡販活動を展開いたしました結果、売上高は前年同期比5.5％

増の63億円となりました。

　

　利益につきましては、グループ各社とともに品質改善、設備投資抑制、原価低減諸施策を強力に推進するなど合理

化に努めましたものの、国内外における日本車の減産に伴い大幅減収となったことから、営業利益は前年同期比

54.4％減の88億円、四半期純利益は前年同期比21.8％減の28億円となり、各利益ともに前年同期に対し大幅な減益

となりました。

　

  当第２四半期末の資産につきましては、現金及び預金、受取手形及び売掛金等の減少により流動資産が減少した

のに加え、設備投資抑制による有形固定資産の減、投資有価証券の減等もあり、資産残高は前期末に比べ141億円減

少の3,245億円となりました。 

　負債の残高は、短期借入金が増加する一方、支払手形及び買掛金や未払法人税等の減少などにより、前期末に比べ

84億円減少の1,619億円となりました。

　純資産の残高は、四半期純利益により利益剰余金が増加する一方、為替換算調整勘定等その他の包括利益累計額の

減少などにより、前期末に比べ57億円減少の1,626億円となりました。

　

 (2)キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。　

  営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益76億円、減価償却費93億円を主体に144億円と

なり、法人税等を支払った結果、66億円の資金を確保いたしました。 

　投資活動によるキャッシュ・フローは、定期預金の預け入れによる純増加21億円、設備投資100億円等を実施した

結果、116億円の支出となりました。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、借入による資金調達33億円を実施するなか、配当金31億円を支払った結

果、2億円の収入となりました。

　以上により、現金及び現金同等物の期末残高は、前期末に比べ55億円減少の173億円となりました。
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 (3)事業上及び財務上の対処すべき課題

  当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

 　

 (4)研究開発活動

 　 当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、8,490百万円であります。

  なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 320,000,000

計 320,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末　現

在発行数（株）
（平成23年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年11月７日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 160,789,436 160,789,436
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数は

1,000株　

計 160,789,436 160,789,436 － －

（２）【新株予約権等の状況】

   該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

   該当事項はありません。　

　　

（４）【ライツプランの内容】

   該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式 
総数増減数
（千株）

発行済株式 
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金 
増減額
（百万円）

資本準備金 
残高

（百万円）

平成23年７月１日～　

平成23年９月30日 
－ 160,789 － 14,270 － 17,107
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（６）【大株主の状況】

 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

トヨタ自動車㈱ 　愛知県豊田市トヨタ町１ 32,158 20.00

パナソニック㈱ 　大阪府門真市大字門真1006 8,558 5.32

日本トラスティ・サービス信託銀行㈱

（信託口）
　東京都中央区晴海１丁目8－11 7,106 4.41

日本マスタートラスト信託銀行㈱

（信託口）
　東京都港区浜松町２丁目11－3 6,721 4.18

日本トラスティ・サービス信託銀行㈱

（信託口９）
　東京都中央区晴海１丁目8－11 6,520 4.05

日本生命保険(相) 　東京都千代田区丸の内１丁目6－6 5,979 3.71

㈱三井住友銀行 　東京都千代田区有楽町１丁目1－2 5,442 3.38

㈱三菱東京ＵＦＪ銀行 　東京都千代田区丸の内２丁目7－1 5,154 3.20

ザ　チェース　マンハッタン　バンクエ

ヌエイ　ロンドン　エス　エル　　オムニ

バス　アカウント

　東京都中央区月島４丁目16－13 4,065 2.52

第一生命保険㈱ 　東京都中央区晴海１丁目8－12 4,000 2.48

計 － 85,706 53.30
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（７）【議決権の状況】

　　　①【発行済株式】

 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 89,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 160,404,000 160,404 －

単元未満株式 普通株式 296,436 －
１単元（1,000株）

未満の株式

発行済株式総数     160,789,436 － －

総株主の議決権 － 160,404 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、㈱証券保管振替機構名義の株式1,000株（議決権の数１個）が含まれて

おります。

 

②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数
（株）

他人名義所有
株式数
（株）

所有株式数の
合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数

の割合
（％）

㈱小糸製作所 東京都港区高輪四丁目８番３号 89,000 － 89,000 0.06

計 － 89,000 － 89,000 0.06

　

　

　

２【役員の状況】

  該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成

23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、明治監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 54,618 51,257

受取手形及び売掛金 73,405 71,089

有価証券 2,064 1,761

たな卸資産 ※1
 41,121

※1
 36,911

繰延税金資産 3,317 3,191

未収入金 14,209 14,414

その他 6,352 7,394

貸倒引当金 △13,040 △12,962

流動資産合計 182,048 173,058

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 30,811 29,044

機械装置及び運搬具（純額） 24,061 22,545

工具、器具及び備品（純額） 10,138 9,678

土地 13,533 13,292

建設仮勘定 2,944 4,736

有形固定資産合計 81,490 79,297

無形固定資産 1,471 1,305

投資その他の資産

投資有価証券 60,107 55,506

長期貸付金 145 121

繰延税金資産 11,617 13,498

その他 2,095 2,022

貸倒引当金 △215 △218

投資その他の資産合計 73,749 70,930

固定資産合計 156,711 151,533

資産合計 338,760 324,591
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 69,303 63,422

短期借入金 20,265 22,709

未払費用 15,132 16,048

未払法人税等 6,103 3,027

賞与引当金 4,557 4,210

役員賞与引当金 329 160

製品保証引当金 1,400 1,400

その他 6,941 5,535

流動負債合計 124,033 116,514

固定負債

長期借入金 5,964 5,292

退職給付引当金 28,549 28,959

役員退職慰労引当金 1,558 1,297

損害賠償引当金 9,486 9,029

環境対策引当金 234 240

その他 519 570

固定負債合計 46,311 45,389

負債合計 170,345 161,904

純資産の部

株主資本

資本金 14,270 14,270

資本剰余金 17,107 17,108

利益剰余金 117,139 118,581

自己株式 △74 △75

株主資本合計 148,443 149,884

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,614 △837

為替換算調整勘定 △3,410 △5,611

その他の包括利益累計額合計 △1,796 △6,448

少数株主持分 21,767 19,250

純資産合計 168,414 162,686

負債純資産合計 338,760 324,591
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（２）【四半期連結損益及び包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 210,906 189,833

売上原価 175,609 164,513

売上総利益 35,296 25,319

販売費及び一般管理費 ※
 15,955

※
 16,506

営業利益 19,340 8,812

営業外収益

受取利息及び配当金 608 506

持分法による投資利益 0 2

その他 893 1,127

営業外収益合計 1,502 1,636

営業外費用

支払利息 398 337

為替差損 684 328

航空事業安全対策費 2,613 675

その他 135 357

営業外費用合計 3,831 1,697

経常利益 17,011 8,751

特別利益

固定資産売却益 － 10

特別利益合計 － 10

特別損失

たな卸資産評価損 1,422 690

たな卸資産廃棄損 － 384

固定資産除売却損 93 39

環境対策引当金繰入額 234 5

投資有価証券評価損 2,328 0

損害賠償引当金繰入額 6,779 －

貸倒引当金繰入額 300 －

その他 0 1

特別損失合計 11,157 1,121

税金等調整前四半期純利益 5,854 7,641

法人税、住民税及び事業税 4,046 4,544

法人税等調整額 2,068 △226

法人税等合計 6,115 4,317

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△260 3,323

少数株主利益又は少数株主損失（△） △3,951 434

四半期純利益 3,691 2,888
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

少数株主利益又は少数株主損失（△） △3,951 434

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△260 3,323

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △5,005 △2,537

為替換算調整勘定 △3,166 △3,306

その他の包括利益合計 △8,171 △5,844

四半期包括利益 △8,432 △2,521

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △2,990 △1,764

少数株主に係る四半期包括利益 △5,441 △757
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 5,854 7,641

減価償却費 10,258 9,348

持分法による投資損益（△は益） 0 △2

貸倒引当金の増減額（△は減少） 496 △15

退職給付引当金の増減額（△は減少） 373 148

賞与引当金の増減額（△は減少） △104 △187

受取利息及び受取配当金 △608 △506

支払利息 398 337

有価証券及び投資有価証券評価損益（△は益） 2,328 △1

有形固定資産売却損益（△は益） 92 29

売上債権の増減額（△は増加） 14,375 249

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,365 2,922

その他の流動資産の増減額（△は増加） △1,266 △1,883

仕入債務の増減額（△は減少） △4,909 △3,813

未払費用の増減額（△は減少） 33 1,365

役員賞与の支給額 △322 △329

損害賠償引当金の繰入額 6,779 －

その他 905 △877

小計 32,317 14,426

利息及び配当金の受取額 608 506

利息の支払額 △398 △337

損害賠償金の支払額 － △457

法人税等の支払額 △3,910 △7,533

営業活動によるキャッシュ・フロー 28,617 6,605

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △25,482 △15,008

定期預金の払戻による収入 5,250 12,839

有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △904 △924

有価証券及び投資有価証券の売却による収入 2,220 1,545

有形固定資産の取得による支出 △8,175 △10,083

有形固定資産の売却による収入 66 22

貸付けによる支出 △30 △11

貸付金の回収による収入 115 39

その他 △117 △71

投資活動によるキャッシュ・フロー △27,057 △11,652
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △6,304 3,800

長期借入れによる収入 162 156

長期借入金の返済による支出 △277 △588

自己株式の取得による支出 △1 △1

自己株式の売却による収入 － 0

配当金の支払額 △1,605 △1,446

少数株主への配当金の支払額 △1,349 △1,673

財務活動によるキャッシュ・フロー △9,374 248

現金及び現金同等物に係る換算差額 △765 △751

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △8,579 △5,550

現金及び現金同等物の期首残高 30,189 22,902

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 21,610

※
 17,352
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

（1）連結の範囲の重要な変更

　該当事項はありません。　

　なお、連結子会社であった小糸工業㈱は、平成23年８月１日に小糸工業㈱の完全子会社である小糸工業分割準備㈱を

吸収分割承継会社とし、小糸工業㈱を吸収分割会社とする吸収分割を行っております。

　また、平成23年８月１日に小糸工業㈱はＫＩホールディングス㈱に、小糸工業分割準備㈱はコイト電工㈱に商号変更

しております。

　

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成23年９月30日）

※１　たな卸資産の内訳は、次のとおりであります。

製品 19,789百万円

仕掛品　 7,047       

原材料及び貯蔵品　 14,283      

※１　たな卸資産の内訳は、次のとおりであります。

製品 17,728百万円

仕掛品　 5,399       

原材料及び貯蔵品　 13,782      

　２　保証債務

金融機関からの借入等に対し債務保証を行っており

ます。

　２　保証債務

金融機関からの借入等に対し債務保証を行っており

ます。

従業員の住宅借入金 5百万円 従業員の住宅借入金 5百万円
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（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次のと

おりであります。

※　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次のと

おりであります。

(1)販売費 (1)販売費

従業員給与手当 2,177百万円

運賃運送費 1,436　

荷造梱包費 850　

退職給付費用 203　

従業員給与手当 2,155百万円

運賃運送費 1,340　

荷造梱包費 861　

退職給付費用 202　

(2)一般管理費 (2)一般管理費

従業員給与手当 3,146　百万円

福利厚生費 862　　

役員賞与引当金繰入額 157　　

退職給付費用 378　　

従業員給与手当 3,220　百万円

福利厚生費 984　　

役員賞与引当金繰入額 160　　

退職給付費用 635　　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年９月30日現在）

現金及び預金勘定 49,123百万円

預入期間が３カ月を超える定期預金等 △29,402

有価証券のうち現金同等物 1,889

現金及び現金同等物 21,610

　

（平成23年９月30日現在）

現金及び預金勘定 51,257百万円

預入期間が３カ月を超える定期預金等 △35,540

有価証券のうち現金同等物 1,635

現金及び現金同等物 17,352
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

 １．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 1,607 10平成22年３月31日平成22年６月30日 利益剰余金

 ２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末後と

　　 なるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年10月27日

取締役会
普通株式 1,607 10　 平成22年９月30日平成22年12月６日 利益剰余金

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

 １．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 1,446 9 平成23年３月31日平成23年６月30日 利益剰余金

 ２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末後と

　　なるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年10月27日

取締役会
普通株式 1,446 9　 平成23年９月30日平成23年12月５日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：百万円）

 日本 北米 中国 アジア　 欧州 合計
調整額
(注)１　

四半期　連
結

財務諸表　
計上額　

売上高       　 　

外部顧客への売上高 126,454　 23,156　 40,713　 14,570　 6,011　 210,906　 － 210,906

セグメント間の内部売上高

又は振替高
52,121　 23　 1,341　 1,395　 5,493　 60,376　 (60,376)－

計 178,575　 23,180　 42,055　 15,965　 11,505　 271,282　 (60,376)210,906

セグメント利益又は損失（△） 13,088　 1,958　 3,957　 1,798　 △1,139　 19,663　 (323)19,340

　（注）１．セグメント利益又は損失（営業利益）の調整額△323百万円には、セグメント間取引消去1,297百万円及び

　　　　　　配賦不能営業費用△1,620百万円が含まれております。配賦不能営業費用は、親会社本社の総務・経理部

　　　　　　門等の管理部門に関わる費用であります。

　　　　２．日本、中国以外の各セグメントに属する国又は地域の内訳は次の通りであります。

　　　　　　(1)北米　…米国

　　　　　　(2)アジア…タイ、インドネシア、台湾、インド

　　　　　　(3)欧州　…ベルギー、英国、チェコ　

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：百万円）

 日本 北米 中国 アジア　 欧州 合計
調整額
(注)１　

四半期　連
結

財務諸表　
計上額　

売上高       　 　

外部顧客への売上高 107,755　 17,172　 42,423　 16,139　 6,342　 189,833　 － 189,833

セグメント間の内部売上高

又は振替高
45,997　 6　 1,063　 1,708　 6,193　 54,970　 (54,970)－

計 153,752　 17,179　 43,486　 17,848　 12,536　 244,803　 (54,970)189,833

セグメント利益又は損失（△） 7,275　 △982　 3,040　 1,510　 △1,179　 9,664　 (851)8,812

　（注）１．セグメント利益又は損失（営業利益）の調整額△851百万円には、セグメント間取引消去898百万円及び配

            賦不能営業費用△1,749百万円が含まれております。配賦不能営業費用は、親会社本社の総務・経理部門

　　　　　　等の管理部門に関わる費用であります。

　　　　２．日本、中国以外の各セグメントに属する国又は地域の内訳は次の通りであります。

　　　　　　(1)北米　…米国

　　　　　　(2)アジア…タイ、インドネシア、台湾、インド

　　　　　　(3)欧州　…ベルギー、英国、チェコ　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

　　１株当たり四半期純利益金額 22円97銭 17円97銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（百万円） 3,691 2,888

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 3,691 2,888

普通株式の期中平均株式数（千株） 160,703 160,700

（注）  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　　　　　該当事項はありません。
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２【その他】

(1)平成23年10月27日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

 　（イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・・・・・1,446百万円

 　（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・9円00銭

 　（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・・平成23年12月５日

 　(注)　平成23年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。

(2)訴訟

　連結子会社であるＫＩホールディングス㈱は、平成23年１月28日付で、全日本空輸㈱より、損害賠償請求訴訟の提

起を受けております。当該訴訟は、航空機シートの納入義務の債務不履行に基づく契約解除及び損害賠償請求を内

容とするものであり、東京地方裁判所に係属中です。 

　また同社は、平成23年６月14日付で、中華航空股?有限公司より、損害賠償請求訴訟の提起を受けております。当該

訴訟は、航空機シートの納入義務の債務不履行に基づく損害賠償請求を内容とするものであり、横浜地方裁判所に

係属中です。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年11月４日

株式会社小糸製作所

取締役会　御中

 

 

明治監査法人

　

　    代表社員　

　    業務執行社員

　

　

公認会計士

　

　

 芳井　　誠　 　 印

　

　

　

 

　　

      代表社員

　    業務執行社員

　

公認会計士

　

　

 笹山　　淳　　  印　

　

　

　

　

 

　　

      代表社員

　    業務執行社員

　

公認会計士

　

　

二階堂　博文     印　

　

　

　

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社小糸製作所

の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成23

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記

について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社小糸製作所及び連結子会社の平成23年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上　

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。  

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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